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ロ
シ

ア

済

マ
ク
ロ
不
均
衡
を
ど
う
是
正
す
る

九

一
年
末
に
ソ
連
邦
が
解
体
し
た
こ
と

に
よ
り
、
九
二
年
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
政
府

が
初
め
て
国
内
経
済
運
営
の
責
任
を

一
手

に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ロ
シ
ア

が
連
邦
か
ら
引
き
継
い
だ
経
済
は
、
０
生

産
の
減
少
が
年
率

一
〇
％
を
超
え
る
②
財

政
赤
字
が
引
き
続
き
増
大
し
、
企
業

・
家

計
セ
ク
タ
ー
を
巻
き
込
む
過
剰
流
動
性
問

題
が

一
層
深
刻
化
す
る
③
対
外
債
務
が

さ
ら
に
増
大
す
る
―

‐と
い
っ
た
状
況
に

ぁ

っ
た
。
そ
こ
で
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
＝
ガ
イ

ダ
ル
政
権
は
、
九
二
年
初
め
か
ら
ポ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
で
試
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
シ
ョ

ッ
ク
療
法
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。

的
切
り
詰
め
に
よ
る
財
政
健
全
化
―
―
を

三
本
の
柱
と
す
る
も
の
で
、
過
剰
流
動
性

問
題
を
短
期
間
に
克
服
し
、
マ
ク
ロ
均
衡

を
回
復
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
と
さ
れ

た
．第
１
四
半
期
に
関
す
る
限
り
、
こ
の
目

標
は
表
面
上
達
成
さ
れ
た
よ
う
に
み
え

た
。
価
格
は

一
月
に
高
騰
し
た
後
、
次
第

に
鎮
静
化
す
る
兆
し
を
み
せ
、
統
合
予
算

（連
邦
予
算
プ
ラ
ス
地
域
予
算
）
は
、
黒
字

と
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
税
収

が
不
足
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
歳
出
を

カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
原
則
を
厳
密
に
適
用

し
、
ま
た
、
現
金
発
行
量
を
抑
制
す
る
と

い
う
二
つ
の
非
常
措
置
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
結
果
、
企
業
の
財
務
状
況
が

著
し
く
悪
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
給
与

。

年
金
な
ど
の
遅
配
が
常
態
化
す
る
こ
と
と

な

っ
た
。

第
２
四
半
期
に
入
る
と
、
も
は
や
こ
の

政
策
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

五
―
六
月
ご
ろ
か
ら
企
業

へ
の
融
資

・
補

助
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
再
び
財
政
赤
字

が
増
え
始
め
た
。
連
邦
予
算
の
赤
字
は

一

２
六
月
に
三
〇
〇
Ｃ
億
計
、　
一
２
八
月
で

は
八
二
〇
〇
億
れ
川
（Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

一
三

・
五

％
）
に
達
し
た
。　
一
方
、
納
入
企
業

・
銀

行
に
対
す
る
企
業
の
期
限
切
れ
負
債
は
増

え
続
け
、
六
月
末
に
は
三
兆
二
〇
〇
〇
億

れ
“
に
達
し
た
。
そ
こ
で
、
七
月
以
降
、
こ

の
国
有
企
業
負
債
の
救
済
措
置
が
取
ら

れ
、
中
央
銀
行

。
商
業
銀
行
の
融
資
が
急

増
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
過
剰
流
動
性
の
根
を
絶

つ
た
め
に
、
国
家
財
政
の
赤
字

一
掃
を
図

る
と
い
う
政
策
は
、
国
有
企
業
の
赤
字
増

大
を
も
た
ら
し
た
だ
け
に
終
わ
り
、
期
限

切
れ
負
債
の
救
済
措
置
が
取
ら
れ
た
時
点

で
、
完
全
に
破
綻
し
た
と
見
な
さ
れ
る
。

こ
の
結
果
、
六
月
ご
ろ
か
ら
現
金
通
貨

発
行
量
や
家
計
収
支
に
お
け
る
手
持
ち
現

金
量
が
著
増
し
、
過
剰
流
動
性
の
様
相
が

再
び
現
れ
て
き
た
。
九
月
ご
ろ
か
ら
は
価

格
が
再
上
昇
し
始
め
、
ル
ー
プ
ル
の
レ
ー

ト
も
急
落
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ

る
。こ

う
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
療
法
に
よ
る
貨

幣
タ
ー
ム
で
の
経
済
健
全
化
は
失
敗
し
、

実
物
タ
ー
ム
で
は
生
産
と
貿
易
の
大
幅
な

低
下
が
続
い
た
。

特
に
、
投
資
の
著
し

い
低
下
は
、
今

後
、
生
産
の
低
迷
が
長
期
化
す
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。
貿
易
も

一
２
九
月
の

実
績
で
輸
出
二
四
二
億
が
、
輸
入
二
六
四

億
Ｊ
の
入
超
で
あ
り
、
対
外
債
務
の
面
で

も
事
態
は
改
善
さ
れ
な
か

っ
た
。

狭
い
政
策

の
″
選
択
幅
〃

現
在
の
政
治
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
今

後
は
、
国
有
大
企
業
の
意
向
を
反
映
す
る

形
で
、
漸
進
的
に
市
場
経
済
化
が
進
め
ら

れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
生
産
の
立
て
直
し

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
望
ま
し
い
路
線
修

正
で
あ
る
が
、
財
政

。
金
融

・
賃
金
の
面

で
ど
う
手
綱
を
引
き
締
め
、
マ
ク
ロ
不
均

衡
の
拡
大
を
阻
止
す
る
か
が
最
大
の
課
題

で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
政
策
の
選
択
幅
は
狭

く
、　
一
年
間
で
経
済
が
大
幅
に
好
転
す
る

可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
北
海

道
大

学
教

授

　
田
畑
　
伸

ヽ
鼈

）

シ

ョ
ッ
ク
療
法
は
、
①
消
費

財
で
九
〇
％
、
生
産
財
で
八
〇

％
に
達
す
る
製
品
の
価
格
自
由

化
②
税
制
の
抜
本
的
変
革
に
よ

る
歳
入
増
と
、
補
助
金

。
国
防

費

・
投
資
な
ど
、
支
出
の
徹
底
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12-2表  ロシアの通貨流通関連データ (1992年 )

1月   2月   3月   4月   5月   6月   7月   8月   9月    10月

11.2 -

64.3  45.5  87.2

236_3 297.7 350.0

328.0 419.6 430.0

31.8  78.5 149.9

780  1420  215()

一

３９０

7 182.0

9 621.6

4 464.0

6 114.0

164.9

774.0 898.6

24

39    140 3200   19()()

t注) *各 サ1初めのテータ

リ ヽ
月に銀行″i全か急増したのは、 1‐令補ltl(1991年 1月

の小売価格引き liげによる1lπ 金減価に対する補償
)の凍

結が解除されたことによる。これは、12-114の 家計収支
では含まれていない

(出所)口 ′ア国家統「1委員会『社i斉 II観 1 1992 11No 3)
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r経済と生活』1992(No,30,No 45)
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『実業界i1992.919

12-2図  ロシアの価格・ 賃金指数 (1992年 )

(%)      (対 前月比増加率 )

12… 1図  ロシアの月別家計収支 (1992年 )
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